
5月 3日・憲法記念日
4日・みどりの日
5日・こどもの日

（皐月） MAY

尊属とは自分より上の世代の血族（血のつながりのある者）で、
自分より下の世代の血族は卑属と呼びます。直系血族は、曾祖父
母、祖父母、父母、本人、子、孫、曾孫と世代が上下に直線的に
繋がる関係。直系尊属とは、自分より上の世代の直系血族になる
ので、父母、祖父母、曾祖父母等がこれに当たります。
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5 2012（平成24年）

ワンポイント

5月の税務と労務

直系尊属

国　税／4月分源泉所得税の納付
5月10日

国　税／3月決算法人の確定申告
（法人税・消費税等） 5月31日

国　税／9月決算法人の中間申告
5月31日

国　税／6月、9月、12月決算法人の
消費税等の中間申告
（年3回の場合） 5月31日

国　税／個人事業者の消費税等の中
間申告（年3回の場合）5月31日

国　税／確定申告税額の延納届出に
よる延納税額の納付

5月31日
国　税／特別農業所得者の承認申請

5月15日
地方税／自動車税・鉱区税の納付

都道府県の条例で定める日
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標
準
報
酬
月
額
の
定
時
決
定
に
当

た
っ
て
基
準
と
な
る
四
月
か
ら
六
月

の
報
酬
の
月
平
均
額
と
、
年
間
の
報

酬
の
月
平
均
額
と
が
著
し
く
か
い
離

す
る
場
合
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
保
険

者
算
定
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
平
成

二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

改
正
と
な
っ
た
保
険
者
算
定

保
険
者
算
定
は
、
定
時
決
定
に
よ

り
報
酬
月
額
を
算
定
す
る
こ
と
が
困

難
ま
た
は
著
し
く
不
当
で
あ
る
場
合

（
原
則
と
し
て
、
①
給
与
の
遅
配
や
遡

り
昇
給
、
②
休
職
、
③
ス
ト
ラ
イ
キ

の
場
合
）
に
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

業
種
や
職
種
の
特
性
に
配
慮
し
、
よ

り
実
態
に
即
し
た
取
扱
い
と
な
る
よ

う
、
次
の
場
合
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

④

当
年
の
四
月
か
ら
六
月
の
三
カ

月
間
に
受
け
た
報
酬
の
月
平
均
額

か
ら
算
出
し
た
標
準
報
酬
月
額
と
、

前
年
七
月
か
ら
当
年
六
月
ま
で
の

間
に
受
け
た
報
酬
の
月
平
均
額
か

ら
算
出
し
た
標
準
報
酬
月
額
の
間

に
二
等
級
以
上
の
差
を
生
じ
た
場

合
で
あ
っ
て
、
当
該
差
が
業
務
の

性
質
上
例
年
発
生
す
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
る
場
合

な
お
、
当
年
三
月
ま
で
に
被
保
険

者
の
資
格
を
取
得
し
た
者
は
保
険
者

算
定
の
対
象
と
な
り
ま
す
が
、
当
年

四
月
か
ら
五
月
ま
で
に
資
格
取
得
し

た
者
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

追
加
さ
れ
た
保
険
者
算
定
は
選
択
が
可

季
節
的
報
酬
変
動
の
結
果
、
そ
れ

ぞ
れ
算
定
し
た
標
準
報
酬
月
額
等
級

区
分
に
原
則
と
し
て
二
等
級
以
上
の

差
が
生
じ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
必

ず
保
険
者
算
定
を
行
う
（
申
立
書
を

提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
）
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
申
立
て
が
な
い
場

合
は
通
常
の
報
酬
月
額
の
算
定
の
ル

ー
ル
に
基
づ
い
て
標
準
報
酬
月
額
が

決
定
さ
れ
ま
す
。

被
保
険
者
の
同
意

追
加
さ
れ
た
保
険
者
算
定
の
場
合
、

事
業
主
が
申
立
て
を
行
う
こ
と
に
よ

っ
て
、
被
保
険
者
に
不
利
益
が
生
じ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
毎
年
、
被
保

険
者
の
同
意
が
必
要
と
な
る
こ
と
が

大
き
な
特
徴
で
す
。
こ
れ
は
各
被
保

険
者
が
毎
年
同
意
す
る
と
は
限
ら
な

い
た
め
に
、
毎
年
同
意
書
の
提
出
が

必
要
と
な
る
の
で
す
。

被
保
険
者
の
同
意
が
な
い
場
合
は
、

同
意
が
な
か
っ
た
被
保
険
者
の
標
準

報
酬
月
額
に
つ
い
て
の
み
、
通
常
の

報
酬
月
額
の
算
定
方
法
に
基
づ
き
標

準
報
酬
月
額
を
決
定
し
ま
す
。

保
険
者
算
定
の
対
象
と
な
る
単
位

改
正
の
対
象
と
な
る
の
は
、
従
業

員
全
体
で
は
な
く
、
繁
忙
期
に
当
た

る
部
署
の
う
ち
、
希
望
す
る
被
保
険

者
で
す
。
た
だ
し
、
適
用
事
業
所
全

体
に
つ
い
て
報
酬
の
変
動
が
起
こ
る

場
合
は
、
そ
の
適
用
事
業
所
に
勤
務

す
る
従
業
員
全
体
が
対
象
と
な
り
ま

す
。

部
署
に
異
動
が
あ
っ
た
場
合

前
年
七
月
か
ら
当
年
六
月
ま
で
の

間
に
、
改
正
の
対
象
と
な
っ
た
部
署

に
異
動
し
た
場
合
で
も
、
報
酬
月
額

の
平
均
の
計
算
対
象
と
な
る
月
で
あ

れ
ば
、
異
動
前
の
部
署
で
受
け
た
報

酬
も
含
め
て
報
酬
月
額
の
平
均
を
計

算
し
ま
す
。

報
酬
の
変
動
が

予
想
さ
れ
る
具
体
的
な
業
種
等

厚
生
労
働
省
で
は
、
毎
年
四
月
か

ら
六
月
に
報
酬
の
変
動
が
予
想
さ
れ

る
業
種
等
の
具
体
例
と
し
て
、
以
下

の
も
の
を
示
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

単
年
度
の
み
な
ど
、
業
務
の
一
時
的

な
繁
忙
に
よ
る
報
酬
の
増
加
等
は
除

か
れ
ま
す
。

例
年
起
こ
る
か
ど
う
か
の
判
断
は
、

厚
生
労
働
省
か
ら
発
表
さ
れ
て
い
る

様
式
例
１
及
び
様
式
例
２
を
参
考
に
、

業
種
、
該
当
す
る
理
由
及
び
一
年
間

の
報
酬
を
記
載
し
て
確
認
し
ま
す
。

a

四
月
か
ら
六
月
が
繁
忙
期
に
な

る
業
種

①

四
月
か
ら
六
月
の
時
期
に
収

穫
期
を
迎
え
る
農
産
物
の
加
工

の
業
種

②

夏
に
売
り
上
げ
が
上
昇
す
る

商
品
の
製
造
を
四
月
か
ら
六
月

に
増
加
す
る
業
種

③

取
り
扱
う
魚
種
の
漁
期
に
よ

り
加
工
が
四
月
か
ら
六
月
に
上
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昇
す
る
水
産
加
工
業
等
の
業
種

④

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
等
が
年

度
末
（
三
月
か
ら
五
月
）
に
集

中
す
る
清
掃
・
設
備
点
検
の
業

種
⑤

田
植
え
時
期
の
準
備
等
で
四

月
か
ら
六
月
に
残
業
が
増
加
す

る
農
業
関
係
の
業
種
（
農
業
法

人
等
）

⑥

四
月
の
転
勤
、
入
社
、
入
学

に
合
わ
せ
て
業
務
が
増
加
す
る

引
越
し
、
不
動
産
、
学
生
服
販

売
等
の
業
種

s

四
月
か
ら
六
月
が
繁
忙
期
に
な

る
部
署

業
種
を
問
わ
ず
、
人
事
異
動
や

決
算
の
た
め
四
月
時
期
が
繁
忙
期

に
な
り
残
業
代
が
増
加
す
る
総
務
、

会
計
等
の
部
署

d

四
月
か
ら
六
月
の
報
酬
平
均
が

年
間
の
報
酬
平
均
よ
り
も
低
く
な

る
業
種

①

冬
季
に
限
定
さ
れ
る
杜
氏
、

寒
天
製
作
業
、
測
量
関
係
等
の

業
種

②

夏
・
冬
季
に
繁
忙
期
を
迎
え

る
ホ
テ
ル
等
の
業
種
　
等

報
酬
月
額
の
平
均
の
取
扱
い

前
年
七
月
か
ら
当
年
六
月
ま
で
の

間
の
報
酬
月
額
の
平
均
を
計
算
す
る

際
、
計
算
対
象
と
す
る
月
は
、
支
払

基
礎
日
数
が
一
七
日
以
上
の
月
の
み

で
す
。

パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
で
、
当
年

四
月
か
ら
六
月
の
間
に
支
払
基
礎
日

数
が
一
七
日
以
上
の
月
が
な
い
た
め

に
、
一
五
日
以
上
一
七
日
未
満
の
月

で
報
酬
月
額
の
平
均
を
計
算
し
た
場

合
は
、
支
払
基
礎
日
数
が
一
五
日
以

上
の
月
を
対
象
と
し
て
、
前
年
七
月

〜
当
年
六
月
の
報
酬
月
額
の
平
均
を

計
算
し
ま
す
。

な
お
、
低
額
の
休
職
給
を
受
け
た

月
、
ス
ト
ラ
イ
キ
に
よ
る
賃
金
カ
ッ

ト
を
受
け
た
月
及
び
一
時
帰
休
に
伴

う
休
業
手
当
等
を
受
け
た
月
は
計
算

対
象
か
ら
除
外
し
ま
す
。

従
前
の
標
準
報
酬
月
額
を
用
い
る
例

従
前
の
標
準
報
酬
月
額
を
用
い
て

定
時
決
定
を
行
う
場
合
と
し
て
、
①

当
年
四
月
か
ら
六
月
の
支
払
基
礎
日

数
が
す
べ
て
一
七
日
未
満
で
あ
る
場

合
、
②
四
月
か
ら
六
月
の
す
べ
て
の

月
で
休
業
等
に
よ
り
全
く
報
酬
を
受

け
な
か
っ
た
場
合
や
低
額
の
休
職
給

を
受
け
た
場
合
、
③
パ
ー
ト
等
に
つ

い
て
は
四
月
か
ら
六
月
の
支
払
基
礎

日
数
が
す
べ
て
一
五
日
未
満
で
あ
る

場
合
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
前
年
七
月
か
ら
当
年
六
月

ま
で
の
間
に
前
年
六
月
以
前
分
の
給

与
の
遅
配
を
受
け
た
場
合
は
そ
の
額

を
除
い
て
、
前
年
七
月
か
ら
当
年
六

月
ま
で
の
間
に
支
払
う
は
ず
の
給
与

が
当
年
七
月
以
降
に
支
払
わ
れ
る
場

合
は
そ
の
支
払
う
は
ず
だ
っ
た
月
を

除
外
し
て
、
報
酬
月
額
の
計
算
を
す

る
取
扱
い
も
従
来
ど
お
り
で
す
。

二
等
級
以
上
の
差
が
生
じ
な
い
場
合

随
時
改
定
と
同
様
に
、
以
下
に
該

当
す
る
場
合
は
、
一
等
級
の
差
で
も

保
険
者
算
定
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

a

健
康
保
険
の
場
合

①

四
月
か
ら
六
月
の
報
酬
月
額

の
平
均
と
前
年
七
月
か
ら
当
年

六
月
ま
で
の
報
酬
月
額
の
平
均

の
い
ず
れ
か
片
方
の
月
額
が
一

二
四
・
五
万
円
以
上
、
も
う
片

方
の
月
額
が
一
一
一
・
五
万
円

以
上
一
一
七
・
五
万
円
未
満
の

場
合

②

四
月
か
ら
六
月
の
報
酬
月
額

の
平
均
と
前
年
七
月
か
ら
当
年

六
月
ま
で
の
報
酬
月
額
の
平
均

の
い
ず
れ
か
片
方
の
月
額
が

五
・
三
万
円
未
満
、
も
う
片
方

の
月
額
が
六
・
三
万
円
以
上

七
・
三
万
円
未
満
の
場
合

s

厚
生
年
金
保
険
の
場
合

①

四
月
か
ら
六
月
の
報
酬
月
額

の
平
均
と
前
年
七
月
か
ら
当
年

六
月
ま
で
の
報
酬
月
額
の
平
均

の
い
ず
れ
か
片
方
の
月
額
が
六

三
・
五
万
円
以
上
、
も
う
片
方

の
月
額
が
五
七
・
五
万
円
以
上

六
〇
・
五
万
円
未
満
の
場
合

②

四
月
か
ら
六
月
の
報
酬
月
額

の
平
均
と
前
年
七
月
か
ら
当
年

六
月
ま
で
の
報
酬
月
額
の
平
均

の
い
ず
れ
か
片
方
の
月
額
が

九
・
三
万
円
未
満
、
も
う
片
方

の
月
額
が
一
〇
・
一
万
円
以
上

一
〇
・
七
万
円
未
満
の
場
合

手
続
き

追
加
さ
れ
た
保
険
者
算
定
を
行
う

べ
き
事
由
に
当
て
は
ま
る
場
合
、
事

業
主
は
、「
被
保
険
者
報
酬
月
額
算
定

基
礎
届
」
の
備
考
欄
に
「
年
間
平
均
」

と
記
載
し
、
健
康
保
険
組
合
（
協
会

け
ん
ぽ
の
被
保
険
者
の
場
合
は
年
金

事
務
所
）
に
提
出
し
ま
す
。
算
定
基

礎
届
自
体
の
様
式
変
更
は
あ
り
ま
せ

ん
。な

お
、
申
立
書
と
同
意
書
の
被
保

険
者
氏
名
等
は
、
記
名
押
印
で
も
サ

イ
ン
で
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。
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現
役
世
代
と
高
齢
者
世
代
と
の
負

担
の
公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
、
高

齢
者
に
も
応
分
の
負
担
を
求
め
る
こ

と
を
目
的
に
、
七
〇
歳
か
ら
七
五
歳

未
満
の
医
療
保
険
の
被
保
険
者
ま
た

は
被
扶
養
者
（
現
役
並
み
所
得
者
及

び
低
所
得
者
を
除
く
）
の
一
部
負
担

金
等
（
食
事
療
養
及
び
生
活
療
養
を

除
き
、
訪
問
看
護
を
含
む
）
が
、
平

成
二
十
年
四
月
一
日
以
後
一
割
か
ら

二
割
負
担
へ
と
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し

た
が
、
当
分
の
間
は
特
例
的
に
一
割

に
軽
減
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
軽
減
特
例
措
置
が
、
平
成
二

十
四
年
度
も
継
続
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
、
七
〇
歳
代
前
半
の
「
一
般
」
区

分
の
医
療
費
の
自
己
負
担
限
度
額
も

同
様
に
、
外
来
（
個
人
ご
と
）
は
二

万
四
、
六
〇
〇
円
が
一
万
二
、
〇
〇

〇
円
に
、
外
来
＋
入
院
（
世
帯
ご
と
）

は
六
万
二
、
一
〇
〇
円
が
四
万
四
、

四
〇
〇
円
に
据
置
と
な
り
ま
す
。

入社直後に治療を受けるとき

年金事務所に被保険者資格取得届や被
扶養者（異動）届を提出した場合、健康
保険被保険者証はその窓口で交付される
わけではありませんので、被保険者証が
交付される前に病院等で受診した場合は、
資格取得が確認されてから療養費の申請
をして、現金による償還払いをしてもら
うことになります。

被保険者または被扶養者に受診予定が
ある場合や健康保険証が届く前に受診し
たい場合などは、年金事務所に、被保険
者資格取得届と一緒に「健康保険被保険
者資格証明書交付申請書」を提出すると、
療養を受ける必要があると認めたときに
限り、有効期間を定めた「健康保険被保
険者資格証明書」が交付されます。

患者は、この資格証明書で有効期間内
であれば健康保険証と同様の療養の給付
（病院等の窓口で一部負担金のみ支払えば
よい）を受けることができます。

外来診療の現物給付化

高額療養費は、被保険者または被扶養者
（同一世帯で同一医療保険加入者に限る）
が、同一月内に同一医療機関等の窓口で支
払った自己負担額が一定の負担限度額を超
えた場合または負担限度額未満でも同一月
内に合算対象基準額（70歳未満は21,000
円）以上のものを同一世帯で合算した額が
一定の負担限度額を超えた場合に、その超
えた額が被保険者に支給される制度です。

この高額療養費の取扱いについて、従来
は入院だけにしか認められていなかった現
物給付が、外来の診療にも認められるよう
になりました。

希望者は入院の場合と同様に、協会けん
ぽ等保険者に、「限度額適用認定申請書」
を提出して、限度額適用認定証（以下「認
定証」という）を交付してもらい、それを
医療機関等に提示します。これにより窓口
での支払いを負担限度額までにとどめるこ

とができます。なお、70歳以上75歳未満
で一般及び現役並み所得者は「高齢受給者
証」（負担割合が印字されている）だけを
提示すれば足ります。

認定証が月途中に交付された場合は、月
初にさかのぼって適用されますが、医療機
関等への提示が翌月となった場合は現物給
付化は行われず、後日、保険者に高額療養
費の申請を行うことになります。

多数回該当（直近１年間に高額療養費が
３回支給されると、４回目から負担額が軽
減されること）にあたるかどうかの確認を
する場合、高額療養費は月を単位としてい
ることから、70歳未満の者は外来と入院で
区別せず１回でカウントされます。

多数回該当の取扱いについては、医療機
関等は、多数回該当にあてはまることが確
認できた場合に限り対応してくれますが、
確認できない場合には、後日、保険者に高
額療養費の申請をして多数回該当の限度額
との差額分を受け取ることになります。
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